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(57)【要約】
【課題】電子内視鏡の各種機能を実行可能状況を瞬時に
判断する。
【解決手段】電子内視鏡と複数種類の電子内視鏡を接続
可能なビデオプロセッサとを備え、ビデオプロセッサは
表示部を有し、ビデオプロセッサは、接続された電子内
視鏡により実行可能な機能と該ビデオプロセッサにより
実行可能な機能とを照合し、表示部において、該接続さ
れた電子内視鏡のみにより実行可能な機能であるか、該
ビデオプロセッサのみにより実行可能な機能であるか、
該接続された電子内視鏡及び該ビデオプロセッサにより
実行可能な機能であるか、該接続された電子内視鏡及び
該ビデオプロセッサのいずれでも実行可能でない機能で
あるかの区別に応じてそれぞれ異なる表示方法により表
示する電子内視鏡システムを提供する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体腔内を観察するための電子内視鏡と、該電子内視鏡から画像信号を受信して画像処理
を行うとともに、複数種類の電子内視鏡を接続可能なビデオプロセッサと、からなる電子
内視鏡システムであって、
　前記ビデオプロセッサは、表示部を有し、
　前記ビデオプロセッサは、接続された電子内視鏡により実行可能な機能と該ビデオプロ
セッサにより実行可能な機能とを照合し、前記表示部において、該接続された電子内視鏡
のみにより実行可能な機能であるか、該ビデオプロセッサのみにより実行可能な機能であ
るか、該接続された電子内視鏡及び該ビデオプロセッサにより実行可能な機能であるか、
該接続された電子内視鏡及び該ビデオプロセッサのいずれでも実行可能ではない機能であ
るかの区別に応じて、それぞれ異なる表示方法により表示する、
ことを特徴とする電子内視鏡システム。
【請求項２】
　前記表示部は、各機能に割り当てられたランプを有し、
　前記ビデオプロセッサは、前記ランプを色を変えて点灯することによって各機能の区別
を表示する、
ことを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡システム。
【請求項３】
　前記表示部は、液晶タッチパネルを有し、
　前記ビデオプロセッサは、前記液晶タッチパネルに各機能の区別を表示する、
ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の電子内視鏡システム。
【請求項４】
　各電子内視鏡は、実行可能な機能に関する情報を有し、
　前記ビデオプロセッサは、接続された電子内視鏡から前記情報を取得し、該情報を用い
て該接続された電子内視鏡により実行可能な機能と該ビデオプロセッサにより実行可能な
機能とを照合する、
ことを特徴とする請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の電子内視鏡システム。
【請求項５】
　各電子内視鏡は、機種を識別するための識別情報を有し、
　前記ビデオプロセッサは、各電子内視鏡により実行可能な機能に関する情報と各識別情
報とが対応付けられた機能情報を有し、
　前記ビデオプロセッサは、接続された電子内視鏡から前記識別情報を取得し、該識別情
報及び前記機能情報を用いて該接続された電子内視鏡により実行可能な機能を特定する、
ことを特徴とする請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の電子内視鏡システム。
【請求項６】
　各電子内視鏡は、前記ビデオプロセッサから問い合わせを受けると、該ビデオプロセッ
サに確認応答を送信し、
　前記ビデオプロセッサは、接続された電子内視鏡に問い合わせを行い、該接続された電
子内視鏡からの確認応答の有無に基づいて、該接続された電子内視鏡が前記実行可能な機
能に関する情報を有するか否かを判別する、
ことを特徴とする請求項４又は請求項５に記載の電子内視鏡システム。
【請求項７】
　前記ビデオプロセッサは、前記実行可能な機能に関する情報を有しない電子内視鏡が接
続された場合は、エラーメッセージを生成することを特徴とする請求項６に記載の電子内
視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子内視鏡システムに関し、より詳しくは、電子内視鏡とビデオプロセッサ
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とで実行可能な処理を区別して表示する電子内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、電子内視鏡の体腔内挿入部の先端部に設けられた撮像素子によって体腔内の
部位を撮像し、電子内視鏡に接続されたビデオプロセッサによって撮像素子が生成する画
像信号を処理して撮像画像を生成してモニタに出力する電子内視鏡システムが広く実用に
供されている。このような電子内視鏡システムにおいては、電子内視鏡の操作部に設けら
れたボタン等の他、ビデオプロセッサのフロントパネルに設けられた液晶タッチパネル、
ビデオプロセッサに接続されたキーボード等を用いて電子内視鏡システムの種々の処理を
行うことができる。
【０００３】
　ところで、特許文献１には、電子内視鏡の操作状態を決定したり表示したりする液晶タ
ッチパネルを備えた電子内視鏡システムが提案されている。液晶タッチパネルには、現在
の日時や電子内視鏡の識別情報等のテキスト情報が表示され、術者による液晶タッチパネ
ルを介した操作に応じて光量調整やコメント入力等の種々の処理を行うためのボタンが表
示される。また、モニタには撮像画像を表示するだけでなく、施術に関する文字情報を撮
像画像に重ねて表示することができる。この文字情報としては、液晶タッチパネルやビデ
オプロセッサに接続されたキーボード等の入力手段を介して電子内視鏡の使用者によって
入力される文字情報や、電子内視鏡に内蔵されている記憶手段（ＲＯＭ等）に記憶されて
いる電子内視鏡の機種情報や、ビデオプロセッサに内蔵されたＲＴＣ（リアルタイムクロ
ック）を用いて取得する日時情報等がある。これらの文字情報は、電子内視鏡システムの
使用者によって、選択的に表示／非表示を切り換えることもできる。さらに、文字情報の
うちの単数又は複数の項目（例えば日時情報）のみを選択的に表示させることも可能であ
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－３１３１３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところが、上記のような従来の電子内視鏡システムにおいては、それぞれの機能を電子
内視鏡とビデオプロセッサのどちらで実行することが可能であるか、電子内視鏡のみなら
ずビデオプロセッサでも実行することが可能であるか、あるいは電子内視鏡で実行するこ
とができないものであるかを容易に判別することができないため、施術に支障をきたす可
能性がある。
【０００６】
　本発明は上記の事情に鑑みてなされたものである。本発明の目的は、電子内視鏡とビデ
オプロセッサとで実行可能な処理を判別することができる電子内視鏡システムを提供する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の電子内視鏡システムによれば、体腔内を観察するための電子内視鏡と、該電子
内視鏡から画像信号を受信して画像処理を行うとともに複数種類の電子内視鏡を接続可能
なビデオプロセッサとからなる電子内視鏡システムであって、ビデオプロセッサは表示部
を有し、ビデオプロセッサは、接続された電子内視鏡により実行可能な機能と該ビデオプ
ロセッサにより実行可能な機能とを照合し、表示部において、該接続された電子内視鏡の
みにより実行可能な機能であるか、該ビデオプロセッサのみにより実行可能な機能である
か、該接続された電子内視鏡及び該ビデオプロセッサにより実行可能な機能であるか、該
接続された電子内視鏡及び該ビデオプロセッサのいずれでも実行可能でない機能であるか
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の区別に応じてそれぞれ異なる表示方法により表示する。
【０００８】
　好ましくは、表示部は各機能に割り当てられたランプを有し、ビデオプロセッサはラン
プを色を変えて点灯することによって各機能の区別を表示する。または、表示部は液晶タ
ッチパネルを有し、ビデオプロセッサは液晶タッチパネルに各機能の区別を表示する。こ
れにより、術者は施術中にビデオプロセッサの表示部を確認するだけで容易にどの機能を
実行することができるかや、各機能が電子内視鏡とビデオプロセッサのどちらで実行する
ことができるかを把握することができる。
【０００９】
　さらに好ましくは、各電子内視鏡は実行可能な機能に関する情報を有し、ビデオプロセ
ッサは、接続された電子内視鏡から該情報を取得し、該情報を用いて接続された電子内視
鏡により実行可能な機能とビデオプロセッサにより実行可能な機能とを照合する。または
、各電子内視鏡は機種を識別するための識別情報を有し、ビデオプロセッサは、各電子内
視鏡により実行可能な機能に関する情報と各識別情報とが対応付けられた機能情報を有し
、ビデオプロセッサは、接続された電子内視鏡から識別情報を取得し、識別情報及び機能
情報を用いて接続された電子内視鏡により実行可能な機能を特定する。従って、術者は電
子内視鏡をビデオプロセッサに接続するだけで、電子内視鏡とビデオプロセッサの機能の
対応関係をビデオプロセッサの表示部に表示することができる。
【００１０】
　そして、各電子内視鏡は、ビデオプロセッサから問い合わせを受けると、ビデオプロセ
ッサに確認応答を送信し、ビデオプロセッサは、接続された電子内視鏡に問い合わせを行
い、接続された電子内視鏡からの確認応答の有無に基づいて、接続された電子内視鏡が実
行可能な機能に関する情報を有するか否かを判別する。また、ビデオプロセッサは、実行
可能な機能に関する情報を有しない電子内視鏡が接続された場合は、エラーメッセージを
生成する。これにより、実行可能な機能に関する情報を有する電子内視鏡を接続したにも
かかわらずエラーメッセージが表示される場合は、術者に電子内視鏡とビデオプロセッサ
との接続や電子内視鏡の不具合の確認を促すことができる。また、電子内視鏡システムで
は非対応の他社の電子内視鏡を接続した場合は、エラーメッセージを表示することにより
術者に接続されている電子内視鏡が他社製品であることを認識させることもできる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の電子内視鏡システムによれば、単に電子内視鏡のみ又はビデオプロセッサのみ
の実行可能あるいは実行不可能な機能を把握するだけでなく、実行可能な機能の中でも電
子内視鏡とビデオプロセッサの両方で実行可能な機能や、電子内視鏡とビデオプロセッサ
のいずれでも実行不可能な機能も容易に区別して把握することができる。さらに、各機能
の区別を、ランプの点灯色を変えたり液晶タッチパネルの表示方法を変えたりして表示す
ることにより、術者は表示部を一瞥するだけで各機能の実行可能状況を把握することがで
きるため、誤操作の防止にも役立てることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、本発明の一実施形態における電子内視鏡システムの概略を示すブロック
図である。
【図２】図２は、本発明の一実施形態における電子内視鏡システムのビデオプロセッサの
表示部を示す拡大図である。
【図３】図３（ａ）～（ｃ）は、本発明の一実施形態における電子内視鏡システムの電子
内視鏡とビデオプロセッサとの間の処理を示すハンドシェイクのタイミングチャートであ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して、本発明の一実施形態における電子内視鏡システムについて説明
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する。
【００１４】
　図１は、本実施形態の電子内視鏡システム１００の構成を示すブロック図である。電子
内視鏡システム１００は、電子内視鏡１、ビデオプロセッサ２、モニタ３を備える。電子
内視鏡１はコネクタ部６によりビデオプロセッサ２に光学的及び電気的に接続されている
。ビデオプロセッサ２は、複数種類の電子内視鏡を接続することが可能な互換性を備えて
いる。ビデオプロセッサ２の光源部２１は、ハロゲンランプやキセノンランプや白色ＬＥ
Ｄ等の光源、照明光の伝搬路である光ファイバからなるライトガイド１２の入射端に光源
からの光を集光する集光レンズ、光源とライトガイド１２との間に設けられ光源からの白
色光を赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の光に順次色分解するためのカラーフィルタ、画像
信号をフレームメモリに書き込む際のタイミングパルスや垂直同期信号に同期してカラー
フィルタが回転するようにカラーフィルタの速度と位相を制御するためのカラーフィルタ
回転制御回路、照明光の光量を調整するための光量絞り、光量絞りを制御する回路等を有
し、面順次方式にて照明光を生成する。なお、撮像方式は、面順次方式の代わりに同時方
式の撮像方式を採用してもよい。すなわち、光源の白色光をそのままライトガイドに集光
して伝搬させて観察対象部位に照射し、撮像素子上にオンチップ化された補色フィルタに
よって補色信号を分離し、この補色信号をＲ，Ｇ，Ｂの原色信号に変換して、この原色信
号を色差マトリクスによって色差信号Ｒ－Ｙ，Ｂ－Ｙを得ることができる。もちろん、補
色フィルタの代わりにＲ，Ｇ，Ｂの三原色の色フィルタを用いて原色信号を出力する同時
方式でもよい。
【００１５】
　ライトガイド１２は、電子内視鏡１の先端から末端にかけて延在している。光源部２１
により発生された照明光はライトガイド１２によって電子内視鏡１の挿入部４の先端に伝
搬される。挿入部４の先端部には照明光を照射するための配光レンズ７が、ライトガイド
１２の一端（先端側）と結合するように設けられている。また、挿入部４の先端部には配
光レンズ７の他に対物光学系８が設けられている。そして、対物光学系８の後段には、撮
像素子９（ＣＣＤイメージセンサやＣＭＯＳイメージセンサ等）が配置されている。なお
、図には対物光学系８を単枚として示しているが、実際は複数枚から構成され、光学ズー
ムに対応している。また、複数の伝送路が束ねられた信号線が撮像素子９から電子内視鏡
１のコネクタ部６にかけて引き出されている。
【００１６】
　ライトガイド１２から出射された照明光は、配光レンズ７を介して対象部位に到達する
。照明光は対象部位によって反射され、対物光学系８に入射した後、撮像素子９の撮像面
に到達する。従って、対象部位の像は対物光学系８によって撮像素子９の撮像面に結ばれ
る。撮像素子９によって受光された照明光は光電変換され、ケーブルを介して画像信号と
してビデオプロセッサ２のＡＤＣ（Analog Digital Converter）１４にアナログ伝送され
る。画像信号はＡＤＣ１４においてデジタル信号化された後、画像処理部１５に送られる
。画像処理部１５では、画像表示に適切な色再現がなされるようにするための変換処理、
エンハンス（輪郭強調）による画像の解像度強調処理、ノイズリダクションやフィルタリ
ングによるノイズ除去処理等の種々の画像処理が施される。また、術者は、操作部５のボ
タン群１３やビデオプロセッサ２のフロントパネル２２等に設けられたボタンを操作する
ことにより種々の操作を行う。ＣＰＵ１０はボタン群１３のボタンの操作信号を受信し、
操作信号に基づいてビデオプロセッサ２のＣＰＵ１９に制御信号を送信する。ＣＰＵ１９
は受信した制御信号に基づいてビデオプロセッサ２内の各ブロックの制御を行う。
【００１７】
　ＣＰＵ１９は、ＡＤＣ１４、画像処理部１５、ＯＳＤ（On-Screen Display）１６、Ｄ
ＡＣ（Digital Analog Convertor）１７、ＴＧ（Timing Generator）１８等のビデオプロ
セッサ２内の各ブロックに接続されており、各ブロックにおける処理の設定値を指定する
。例えば、ＣＰＵ１９は、Ｉ２Ｃ（Inter-Integrated Circuit）線によりＡＤＣ１４と接
続されており、Ｉ２Ｃ線を介してＡＤＣ１４のアナログゲインを設定する。また、ＣＰＵ
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１９は電子内視鏡１のＣＰＵ１０との通信を行い、電子内視鏡１内で実行される処理の制
御信号をＣＰＵ１０から受信する。ＣＰＵ１９は、ＲＯＭ２０からビデオプロセッサ２内
の処理に必要な情報を読み出して各ブロックに必要な設定値を指定する。また、ＲＯＭ１
１には電子内視鏡１に関する情報が記憶されている。電子内視鏡１をビデオプロセッサ２
に接続したとき、ＣＰＵ１０は、ＲＯＭ１１に記憶されている情報のうち電子内視鏡１の
識別情報や撮像素子９固有のプロパティ情報等、ビデオプロセッサ２内での処理に必要な
情報をＣＰＵ１９に送信する。
【００１８】
　ここで、ビデオプロセッサ２における処理について説明する。電子内視鏡１の撮像素子
９から出力される画像信号はＡＤＣ１４においてデジタル信号化された後、画像処理部１
５に送られる。画像処理部１５では、ゲイン調整処理によって画像のＲＧＢゲイン値が調
整されたり、ガンマ補正処理によって画像が自然な明るさとなるようにガンマ特性が補正
されたりする。画像処理部１５によって画像の調整処理が行われた画像信号は、ＯＳＤ１
６に送られる。ＯＳＤ１６は、モニタ３に表示する画像の外周の輪郭を明確化させて観察
を容易にするマスク処理や、撮像画像内の必要な部分に文字情報を表示するために文字情
報を表示する位置の画像信号を文字情報の信号によって上書きする文字情報処理等を実行
する。
【００１９】
　ＯＳＤ１６による処理が行われた信号は、ＤＡＣ１７に送られてアナログ信号化された
後、ＮＴＳＣ方式やＰＡＬ方式等の映像方式に準拠したビデオ信号としてモニタ３に出力
される。術者はモニタ３に表示される撮像画像を観察することにより、病変部の発見や検
査等の種々の施術を行う。また、モニタ３の画像上に表示される文字情報を確認して現在
の撮像環境の設定を把握したり、マスク領域に表示されるズームのステータスを確認して
現在使用しているズーム方式の種別や倍率を把握したりする。なお、上記の説明では１つ
の画像処理部１５を設けているため、電子内視鏡システム１００の構成を簡素化しつつ本
発明の効果を達成している。ただし、電子内視鏡１とビデオプロセッサ２のそれぞれに画
像処理部を設け、画像処理部１５における処理を各画像処理部に分担させる構成を採用す
ることで、画像処理における電子内視鏡１とビデオプロセッサ２の互換性を保つための調
整ポイントを２つ設けることができる。また、３つ以上の画像処理部を設けて、調整ポイ
ントをさらに増やしてより柔軟に電子内視鏡１とビデオプロセッサ２の互換性を実現する
ことも可能である。
【００２０】
　撮像素子９によるアナログ画像信号の出力処理及びＯＳＤ１６の信号処理は、ＴＧ１８
が生成するタイミング信号によって制御される。ＴＧ１８は、撮像素子９に対しては、所
定のタイミングで水平信号、垂直信号、リセットゲート信号をサンプルホールドするため
のタイミング信号を出力する。また、例えばマスク処理を行う場合、ＴＧ１８は、マスク
領域に対応する水平信号と垂直信号に対してＯＳＤ１６にタイミング信号を出力する。ま
た、例えば文字情報処理を行う場合は、ＴＧ１８は、文字情報の信号を上書きする水平信
号及び垂直信号に対してＯＳＤ１６にタイミング信号を出力する。
【００２１】
　図２にビデオプロセッサ２のフロントパネル２２における表示部２２ａの拡大図を示す
。フロントパネル２２には、電子内視鏡システムにおいて実行する各種処理に対応したラ
ンプ３０～３９と、処理の設定を変更するための液晶タッチパネルからなる操作パネル４
０が設けられている。各ランプ３０～３９には、複数色を表示可能なＬＥＤ等が用いられ
る。ビデオプロセッサ２に電子内視鏡１が接続されると、ＣＰＵ１９は電子内視鏡１のＣ
ＰＵ１０からＲＯＭ１１に格納されている電子内視鏡１の識別情報等のデータを受信する
。ＣＰＵ１９は受信したデータに基づいて、電子内視鏡システムにおいて各種処理が、電
子内視鏡１のみで実行可能な処理であるか、ビデオプロセッサ２のみで実行可能な処理で
あるか、電子内視鏡１とビデオプロセッサ２のいずれでも実行可能な処理であるか、ある
いはいずれでも実行できない処理であるかの判別を行う。そして、ＣＰＵ１９は、上記の
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判別結果に応じてそれぞれ異なる色を指定して各ランプ３０～３９を点灯させる。例えば
、電子内視鏡１のみで実行可能な処理である場合は緑色で、ビデオプロセッサ２のみで実
行可能な処理である場合は赤色で、電子内視鏡１とビデオプロセッサ２のいずれでも実行
可能な処理である場合は黄色でそれぞれ点灯させる。そして、電子内視鏡１とビデオプロ
セッサ２のいずれでも実行できない処理である場合は、ランプを消灯させる。なお、ラン
プを消灯させる代わりに別の色を指定して点灯させてもよい。
【００２２】
　図２は、撮像画像のホワイトバランス（ＷＢ）調整、撮像画像の輪郭強調のためのエン
ハンス処理、撮像画像の赤み又は青みの色調変更、光源部２１の調光は、ビデオプロセッ
サ２のみで実行可能な処理であるため、ランプ３０～３３，３７が赤色で点灯される状態
を示す。また、体腔内において洗浄液を噴射して視野内にある汚物を除去したり、染色液
を噴射させて対象部位を染色したりするためのウォータージェット機能、撮像時の光学ズ
ーム機能、観察時に電子内視鏡１の挿入部４先端の方向を変更するためのアングル操作は
、電子内視鏡１のみで実行可能な処理であるため、ランプ３４，３５，３８が緑色で点灯
される。さらに、撮像時の電子ズーム機能は、電子内視鏡１とビデオプロセッサ２の両方
で実行可能であるため、ランプ３６が黄色で点灯される。そして、電子内視鏡１の挿入部
４の硬度を変更する機能は、図２の場合の電子内視鏡システムでは使用することができな
いため、ランプ３９が消灯される。
【００２３】
　操作パネル４０には、撮像画像の赤みや青みの色調変更、電子ズームの倍率変更等の種
々の処理における設定値の変更するためのボタン群４０ａや種々のパラメータ４０ｂ等が
表示される。術者は、施術時に操作パネルに表示されるボタンを操作することによって、
モニタ３に表示される画像を調整したり内視鏡の動作を制御したりする。
【００２４】
　図３（ａ）～（ｃ）に、電子内視鏡１をビデオプロセッサ２に接続した際の電子内視鏡
システムにおけるフロントパネル２２のランプ点灯処理におけるハンドシェイクのタイミ
ングチャートを示す。図３（ａ）は、電子内視鏡１のＲＯＭ１１に、電子内視鏡１におい
て実行可能な処理に関する情報を有する機能テーブルが格納されている場合の処理を示す
。電子内視鏡１がビデオプロセッサ２に接続されると、ビデオプロセッサ２は自身のプロ
セッサ機種名等のプロセッサＩＤを識別情報として電子内視鏡１に送信する。電子内視鏡
１はビデオプロセッサ２からプロセッサＩＤを受信したら、受信したことをビデオプロセ
ッサ２に通知する。ビデオプロセッサ２は、電子内視鏡１からプロセッサＩＤを受信した
ことの通知を受けると、接続されている電子内視鏡１が自社製品であると判定する。続い
て、ビデオプロセッサ２は、電子内視鏡１に対して、電子内視鏡１の機種名、すなわち内
視鏡ＩＤを問い合わせる。電子内視鏡１は、ビデオプロセッサ２から内視鏡ＩＤの問い合
わせを受けると、ＲＯＭ１１に格納されている識別情報に含まれている内視鏡ＩＤをビデ
オプロセッサ２に返す。ビデオプロセッサ２は、電子内視鏡１の内視鏡ＩＤを受信すると
、電子内視鏡１が実行可能な機能を判別するため、電子内視鏡１に機能テーブルを問い合
わせる。電子内視鏡１は、ビデオプロセッサ２からの機能テーブルの問い合わせに対して
、ＲＯＭ１１に格納されている機能テーブルをビデオプロセッサ２に送信する。ビデオプ
ロセッサ２は、受信した機能テーブルに基づいて、電子内視鏡１において実行可能な機能
を把握し、ビデオプロセッサ２側で実行可能な機能と照合することによって、電子内視鏡
１とビデオプロセッサ２のどちらかあるいは両方で実行可能あるいは実行できない機能を
判別し、この判別結果に基づいてフロントパネル２２のランプを対応する色によって点灯
する。
【００２５】
　図３（ｂ）は、ビデオプロセッサ２が電子内視鏡１に機能テーブルの問い合わせを行わ
ない場合のハンドシェイクのタイミングチャートを示す。ビデオプロセッサ２は、電子内
視鏡１から内視鏡ＩＤを受信すると、内視鏡ＩＤに基づいてＲＯＭ２０に格納されている
各種内視鏡の機能テーブルを用いて、図３（ａ）の場合と同様に、ビデオプロセッサ２側
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で実行可能な機能と照合することによって、電子内視鏡１とビデオプロセッサ２のどちら
かあるいは両方で実行可能あるいは実行できない機能を判別し、この判別結果に基づいて
フロントパネル２２のランプを対応する色によって点灯する。
【００２６】
　図３（ｃ）は、電子内視鏡１が他社製の電子内視鏡等、ビデオプロセッサ２による内視
鏡ＩＤの問い合わせ処理に対応していない電子内視鏡である場合や、電子内視鏡１が破損
しているためにビデオプロセッサ２による問い合わせに正常に応答することができない場
合、電子内視鏡１とビデオプロセッサ２との接続が正常に行われていない場合等の問題が
発生した際のハンドシェイクのタイミングチャートを示す。ビデオプロセッサ２は、電子
内視鏡１が接続されたことを検出すると、電子内視鏡１にプロセッサＩＤの情報を送信す
る。電子内視鏡１は、ビデオプロセッサ２からプロセッサＩＤの情報を受信した際に受信
したことをビデオプロセッサ２に通知するように動作しない、あるいは電子内視鏡１に不
具合が生じているためビデオプロセッサ２に正常に応答することができないため、ビデオ
プロセッサ２には一切リプライを返さない。ビデオプロセッサ２は、電子内視鏡１からの
応答がない状態が一定時間続いたら、電子内視鏡１に対して再度プロセッサＩＤの情報を
送信する。電子内視鏡１は、ビデオプロセッサ２からの再度のプロセッサＩＤの送信に対
しても正常に応答することができないため、ビデオプロセッサ２にリプライを返さない。
ビデオプロセッサ２は、電子内視鏡１に対するプロセッサＩＤの情報送信を所定の回数繰
り返し、電子内視鏡１の応答を待機する。その後、電子内視鏡１からの応答がない場合は
、ビデオプロセッサ２は、電子内視鏡１が他社製品であるか破損している、あるいは電子
内視鏡１とビデオプロセッサ２とが正常に接続されていないとみなし、その旨のエラーメ
ッセージをモニタ３に表示する。エラーメッセージはフロントパネル２２に表示してもよ
い。エラーメッセージを表示するとともに、フロントパネル２２のランプ３０～３９を消
灯したり任意の一色で点灯してもよく、これにより術者は、上記のような問題が発生した
ことをフロントパネル２２から瞬時に認識することができる。
【００２７】
　以上が本発明の実施形態に関する説明である。本発明は、上記の構成に限定されるもの
ではなく、本発明の技術的思想の範囲においてさまざまな変形が可能である。上記の説明
では、ビデオプロセッサにおいてＡＤＣ、画像処理部、ＤＡＣによる画像処理を行ってい
るが、これらの処理部を電子内視鏡側に配置する構成としてもよい。また、フロントパネ
ルにおいて、各機能の実行可能状況を、ランプの点灯によって示す代わりに液晶タッチパ
ネルに表示する構成としてもよい。この場合、色を変える他に、任意の表示方法を用いて
機能ごとの実行可能状況を表示することができる。なお、各機能の実行可能状況をランプ
と液晶タッチパネルの両方を用いて表示する構成とすることも可能である。
【符号の説明】
【００２８】
１　　電子内視鏡
２　　ビデオプロセッサ
２２　　フロントパネル
２２ａ　　表示部
３０～３９　　ランプ
４０　　操作パネル
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